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1980～1990 年代、2000 年代、2010 年代にわたる段階的変化を、民衆側の語りに基づく実
態から明らかにした。 
⒎ 調査地では、狐仙信仰と女性の民間道士の「胡子爺」が重なり合い、歴史と民俗、狐と人間、
狐仙と狐精の複雑な相互作用の実態の記述も大きな成果といえる。調査地が武当山の山麓で
歴史的関係が深いことで、民衆間に道教思想が取り込まれ狐仙信仰が独自の展開を遂げた実
態が明らかにされた。最終的には、狐仙信仰の眷属の属性や、境界性の特徴を示し、個別の
事例を越えた普遍性への道筋がつけられた。 
本論文には望蜀ともいえるが、今後、内容的にさらに補い、深化させるべき点、また言及の欲し
い点もある。狐が動物信仰に昇化する生態とその契機、中国憑霊信仰における北方・薩満文化、南
方・儺文化、巫覡、女巫と男巫における系譜・機能における狐仙信仰の位置づけ、民衆道教的農民
反乱に結び付く指向性の有無などである。迷信的に捉えられる民俗信仰、宗教的職能者の調査の難
しさは理解できるが、それを越えての今後の成果に期待するところが大である。 
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いずれにせよ、本論文は先行研究の学説整理と検討を綿密にした上で研究課題を設定し、関係す
る地方志、民俗方面の文字記録を博捜、精読し、また幾多の制約がある中、現地調査による聞き書
きなどの諸資料との総合化を試み、その分析と考察が的確になされている。 
以上、漢民族民俗信仰体系における狐仙信仰の歴史的展開を概括し、その上でこの信仰の地域的
展開の異同の意味を分析し、狐仙信仰に通底する性格を具体的に提示したことはまさに歴史民俗資
料学の論文として高く評価できる。 
また、口頭試問において著者に更なる質問も試みたがいずれも相応しい応答であった。その結果
も合わせ、程亮氏に博士（歴史民俗資料学）の学位を授与することがふさわしいものと審査員一同
これを認めるものである。 
